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校外訓練校外訓練

次回予告次回予告

22

救急ラリーⅠ救急ラリーⅠ

15

救急ラリーⅡ救急ラリーⅡ
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　庁舎内に流れる出場指令や警防情報音声など、声を聞い
たことはあるけど、どんな業務をしているのかなんとなく
知らないしな・・・、あんまり関わりないし興味はあるけ
ど聞きにくいな・・・。
　そんな指令情報センター業務に対する疑問や質問などに
ざっくばらんに回答し、指令情報センターをさらに理解し
ていただくため「Another Voice」を掲載します。
　指令情報センターを身近に感じていただき、協力しなが
らよりよい現場活動に繋げていきたいと思います。

60

40
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24

28

12

Vol.7
－火災気象通報って－

24

阝

阝
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令和６年６月１日から、救急資器材管
理供給業務（以下、SPD）を導入しました。
　SPD（Supply Processing and Ｄ
istribution）とは、委託している事業
者が医薬品、消耗品などの救急資器材
の購買、供給、搬送などを一元管理する
物品・物流管理システムです。
導入以前は、救急隊が必要な資器材
を都度購入していましたが、毎月１回、
使用分が補充される SPD を採用するこ
とで、資器材購入に関する業務の負担軽
減・効率化に繋がっています。
業務改善により、日々の訓練時間を今
まで以上に確保することができるようにな
りました。
今後も救急需要の増加が見込まれ、ま
すます業務時間に対する救急出動時間の
割合が高くなると予測されるため、救急
隊が救急活動に専念し、安定的な救急
活動の継続、救急活動の質の向上を目
指せるよう業務負担の軽減・効率化を図
る方策を継続して検討し、安全・安心な
まちづくりを推進します。

枚方寝屋川消防組合では、職員の課題
発見や創意工夫を奨励し、職員一人ひと
りが組織の方針や方向性について考え、
全職員が一体となって「安全・安心を実感
できるまち」に貢献することを目的とし、
令和６年度から全職員提案審査制度を導
入。本制度のポイントは、一般的な職員
提案制度とは違い、全職員が提案するだ
けではなく、全職員が審査すること、意思
決定プロセスを明確にし、公表することで
公平性・透明性を確保している点です。
全３回の審査のうち、１次審査（Ａ４紙
１枚）、２次審査（パワポ20Ｐ以内）は提
案者名を匿名とし、全職員は１提案につき
〔０、１、２、３〕点の中から得点をつけ、
審査を行います。３次審査は消防長を含
む部署長に提案説明を行い、審査は実行
可否の選択と理由を記載し、審査委員の
４分の３以上の実行可を得た提案を採用
します。今年度は職員から12案件が提案
され、９月２日に３次審査を実施。各提案
者からは熱意のこもった提案説明が行わ
れました。採用された提案は、予算計上
し、早期具現化に向けて取り組みます。

枚方寝屋川消防組合消防本部
令和６年度全職員提案審査制度
3次審査を実施

摂津市消防本部
救急資器材管理供給業務
（ＳＰＤ）を導入
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堺市消防局では、令和６年７月、堺市
救命救急センター医師、看護師と救急ワ
ークステーション職員合同で、ドクターカ
ーと連携した複数傷病者対応訓練を実施
しました。
本訓練は、救急隊と医師、看護師の
連携強化を目的としたブラインド型訓練
で、重症者２名を含む３名の傷病者に、
ドクターカー１隊（医師１名、看護師１名、
救急救命士３名が乗車）、救急隊３隊、
消防隊１隊が出場。現場でトリアージや
処置、搬送先選定を実施し、３名の搬
送を完了するまでの訓練を実施しました。
訓練後の振返りでは、トリアージは誰
がどのように実施すべきであったか？ドク
ターは現場で指揮を執るのか、処置を優
先するのか？搬送救急隊へのドクターの
同乗はどうすべきか？など、職種を超えて
白熱した議論が交わされました。
今回の経験を、一時的なものとするこ
となく、繰り返し訓練を実施することで、
円滑な現場活動に繋がるものと考えま
す。

箕面市消防本部では普段目にすること
のない消防士たちの仕事や活動の様子を
多くの方に見てもらい、こどもから大人ま
で楽しめて「消防」を身近に感じてもら
うことで火災予防啓発に繋げることを目
的として、企画・撮影・編集を全て消防
職員で行い、消防本部ＰＲ動画を作成し
ました。ＰＲ動画については、令和６年７
月１日に開始した箕面市消防本部公式
Instagram他、箕面市公式YouTubeで配
信しています。また、市役所ロビーや主
要駅前等の大型スクリーン、デジタルサ
イネージなどでも適宜配信し、多くの市
民や箕面市を訪れる方に消防の魅力を感
じてもらうだけでなく、若い世代の方々
にも興味を持ってもらい、将来消防士に
なりたいという思いを抱いてもらうきっか
けになればと思っています。
市民のみなさんが消防をより身近に感
じ、一人でも多くの方々の防火防災意識
の啓発に繋がるよう、今後も様々な方法
で発信していきます。

箕面市消防本部
消防本部ＰＲ動画を作成！

堺市消防局
ドクターカーと連携した複数傷病者
対応訓練を実施

箕面市消防
本部公式
Instagram

箕面市公式
YouTube
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